


















都道府県や政令都市で実施されている三歳児健診(健康診査)の検査項目に,平成 2年 10 月

1 日より新たに聴覚検査も加わることになった。本検査は滲出性中耳炎と中等度難聴の早

期発見に主眼がおかれている。 

近年,聴覚に関する知識の普及により高度難聴は大部分が親らによって満一歳,遅くとも一

歳半までに気づかれている 1)。ところが中等度難聴になると見逃されやすく,早くて三歳

前後,中には就学時に発見されることも少なくない。中等度難聴であっても言語発達途上に

ある幼児では,発見が遅れると言語習得にも支障をきたす 2)。滲出性中耳炎は「痛みのな

い中耳炎」,「耳漏のない中耳炎」,「軽中等度の難聴」を特徴とし,最近年少児に急増して

いる中耳炎である。放置しておくと時には高度難聴をきたす癒着性中耳炎や生命を脅かす

真珠腫性中耳炎になる 3)4)。これらの疾病を早期に発見し,早期に措置すれば治癒しうる

ことから,その早期対策が望まれる。 

わが国は早くから法律により保健所や保健センターにおいて乳幼児の健康管理の一環とし

て健診が行われ,疾病早期発見の要として重要な位置を占めている。この制度に乗って聴覚

検査を実施すれば,全国の乳幼児の聴覚をチェックでき,その事業を恒久化できるわけであ

るから,その成果は大いに期待できる。 

しかし,三歳児健診に訪れる児は,①三歳の誕生日を迎えたばかりであって,まだ近親者か

ら離れて他人とは交わりにくい時期であること,②しかも第一反抗期を迎えていること,③

検査現場の状況を子どもなりに感知し,検者の応待如何によって不安,拒否の行動をとるな

どのため,生涯を通じて最も聴覚検査の施行困難な時期といってもよい。その上,本聴覚検

査の主な検出標的は症状の乏しい滲出性中耳炎と中等度難聴である。 

一般に,年少児に対する集団健診においては,①検査精度がかなり高い,②集団健診として

の妥当性(実施が容易検査時間が短い,子どもの協力が最小限,疾病発見率が高い),③出費

が少ないなどの条件を備えた検査法が切望される。現在,保健所健診の如き複数他科との関

連下で,円滑に,しかもかなりの精度をもって上述の如き特定対象を検出しうる検査法は見

当らない。本研究は二歳児健診時の聴覚検査法の確立に資することを目的に pilot study

を行い,今後解決すべき問題点を挙げてみた。 


